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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第91期

第２四半期
連結累計期間

第92期
第２四半期
連結累計期間

第91期

会計期間
自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日

自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日

自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日

売上高 (百万円) 4,351 4,671 10,128

経常利益 (百万円) △379 △263 △49

四半期(当期)純利益 (百万円) △394 226 49

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) △563 233 434

純資産額 (百万円) 2,314 3,519 3,311

総資産額 (百万円) 13,017 14,335 13,970

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) △46.77 26.83 5.86

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 17.8 24.6 23.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 320 596 352

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △378 279 △375

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △192 △51 △208

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 2,791 3,636 2,811

　

回次
第91期

第２四半期
連結会計期間

第92期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成24年７月１日
至 平成24年９月30日

自 平成25年７月１日
至 平成25年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) △19.30 △49.81

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　「潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額」については、潜在株式が存在しないため、記載して

おりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結は行われておりません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社及び連結

子会社)が判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、安倍政権の経済政策「アベノミクス」効果などで

円高の是正や株価の上昇が進み、輸出関連企業を中心に復調の兆しがみられ、また東京五輪の誘致成功

などで景気回復に期待感を与えるものの、短期的には円安に伴う原材料価格の高騰や中国などアジア経

済の減速、来春の消費税増税など懸念材料も多く、依然として予断を許さない状況で推移しました。

このような情勢の中で当社グループは、中期経営計画「リカバリー１３０」の最終年度として、重点

課題である「差別化した新製品・サービスの拡販」に努めるとともに、固定経費の徹底した削減と製造

工程改善による限界利益の向上に取り組んでまいりました。

その結果、当第２四半期連結累計期間における当社グループの売上高は、46億7千1百万円(前年同期

比7.4％増)となりました。

損益面につきましては、業績の進捗はほぼ計画どおり、営業損失は2億6千9百万円（前年同期は営業

損失3億4千4百万円）、経常損失は2億6千3百万円（前年同期は経常損失3億7千9百万円）となりまし

た。また、特別利益に固定資産売却益9億3千4百万円、特別損失に事業構造改善費用3億2千6百万円を計

上した結果、四半期純利益は2億2千6百万円（前年同期は四半期純損失3億9千4百万円）の黒字となりま

した。

　

セグメント別の業績は次のとおりであります。

　

・機器装置事業

機器装置事業につきましては、サーモデバイス機器は受注案件が計画以上に出荷・売上計上でき

たことにより好調に推移しましたが、熱源機器は電力需給逼迫等の影響により特に「業務用エコ

キュート」の売上が伸び悩んだことから低調に推移しました。

　この結果、当事業の売上高は26億6千3百万円（前年同期比2.0％減）となりました。

 

　

・素形材加工事業

素形材加工事業につきましては、鋳造品はやや低調に推移しましたが、景観製品は前年度の受注

案件が予定通り順調に出荷・売上計上できたことにより好調に推移しました。

　この結果、当事業の売上高は10億9百万円（前年同期比35.3％増）となりました。
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・サービスエンジニアリング事業

サービスエンジニアリング事業につきましては、設備工事はやや低調に推移しましたが、有料

サービス及びリニューアル工事の売上が営業強化により順調に推移しました。

　この結果、当事業の売上高は9億9千8百万円（前年同期比12.5％増）となりました。

　

(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計

年度末に比べ8億2千4百万円増加し36億3千6百万円となりました。

　各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

　

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における営業活動の結果獲得した資金は5億9千6百万円(前年同期は3億2千

万円の獲得)となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益3億4千4百万円、売上債権の減少額

8億5千1百万円による増加と仕入債務の減少額1億3千万円、たな卸資産の増加額3千3百万円による減少

であります。

　

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における投資活動の結果獲得した資金は2億7千9百万円(前年同期は3億7千

8百万円の支出)となりました。これは主に、有形及び無形固定資産の売却による収入12億7千3百万円に

よる増加と、投資有価証券の取得による支出4億4百万円、有形及び無形固定資産の取得による支出7千2

百万円、有価証券の純増減額5億円による減少であります。

　

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における財務活動の結果支出した資金は5千1百万円(前年同期は1億9千2百

万円の支出)となりました。これは主に、配当金の支払額2千5百万円による減少であります。

　
　
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　

(4) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は5千6百万円であります。

　

(5) 主要な設備

①　新設、休止、大規模改修、除却、売却等により、当第２四半期連結累計期間に著しい変動があった

設備は、次のとおりであります。

a 売却

会社名
事業所名

所在地
セグメントの

名称
設備の内容

前期末帳簿価額
(百万円)

売却の
年月

売却による
減少能力

昭和鉄工㈱

久山工場
福岡県糟屋郡久山町 機器装置事業

熱処理炉生産

設備
267 平成25年４月

遊休資産のため能力の

減少はなし
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 24,000,000

計 24,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年11月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 8,970,000 同左 福岡証券取引所
単元株式数は1,000株であり
ます。

計 8,970,000 同左 ― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成25年９月30日 ― 8,970 ― 1,641 ― 532
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(6) 【大株主の状況】

平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

三井金属鉱業株式会社 東京都品川区大崎1丁目11番1号 485 5.40

株式会社福岡銀行 福岡市中央区天神2丁目13番1号 415 4.63

株式会社西日本シティ銀行 福岡市博多区博多駅前3丁目1番1号 400 4.45

株式会社北九州銀行 北九州市小倉北区堺町1丁目1番10号 357 3.98

住友商事株式会社 東京都中央区晴海1丁目8番11号 345 3.84

飯田卓子 福岡市南区 297 3.31

西日本鉄道株式会社 福岡市中央区天神1丁目11番17号 291 3.24

飯田久泰 福岡市南区 267 2.97

稲田好美 福岡県福津市 198 2.20

日本乾溜工業株式会社 福岡市東区馬出1丁目11番11号 187 2.08

計 ― 3,243 36.15

(注) 上記のほか当社所有の自己株式537千株(5.99％)があります。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成25年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式  537,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 8,332,000 8,332 ―

単元未満株式 普通株式  101,000 ― １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数     8,970,000 ― ―

総株主の議決権 ― 8,332 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が3,000株(議決権の数３個)

含まれております。

２　「単元未満株式」には当社所有の自己株式350株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成25年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
　昭和鉄工株式会社

福岡市東区箱崎ふ頭３丁目
１番35号

537,000 ― 537,000 5.98

計 ― 537,000 ― 537,000 5.98

（注）この他、単元未満株式が350株あります。

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

昭和鉄工株式会社(E01688)

四半期報告書

 8/23



第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成25年７月１

日から平成25年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けており

ます。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,831 3,640

受取手形及び売掛金
※1 3,562 2,710

有価証券 － 500

商品及び製品 276 370

仕掛品 747 705

原材料 355 336

繰延税金資産 44 －

その他 195 170

貸倒引当金 △1 △3

流動資産合計 8,012 8,430

固定資産

有形固定資産

土地 1,611 1,584

その他（純額） 1,331 886

有形固定資産合計 2,943 2,471

無形固定資産 49 44

投資その他の資産

投資有価証券 2,394 2,720

その他 598 695

貸倒引当金 △27 △27

投資その他の資産合計 2,964 3,389

固定資産合計 5,958 5,904

資産合計 13,970 14,335

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金
※1 2,257 2,126

短期借入金 4,420 4,620

未払法人税等 26 82

その他 755 1,046

流動負債合計 7,459 7,875

固定負債

長期借入金 910 700

退職給付引当金 1,643 1,629

繰延税金負債 34 4

その他 611 605

固定負債合計 3,199 2,939

負債合計 10,659 10,815
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,641 1,641

資本剰余金 1,225 1,225

利益剰余金 398 599

自己株式 △87 △87

株主資本合計 3,177 3,378

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 121 81

為替換算調整勘定 12 59

その他の包括利益累計額合計 133 141

純資産合計 3,311 3,519

負債純資産合計 13,970 14,335
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

売上高 4,351 4,671

売上原価 3,463 3,672

売上総利益 887 998

販売費及び一般管理費
※1 1,231 ※1 1,267

営業損失（△） △344 △269

営業外収益

受取利息 2 3

受取配当金 21 28

持分法による投資利益 3 11

その他 7 8

営業外収益合計 35 52

営業外費用

支払利息 45 40

その他 24 6

営業外費用合計 69 46

経常損失（△） △379 △263

特別利益

固定資産売却益 － 934

特別利益合計 － 934

特別損失

事業構造改善費用 －
※2 326

特別損失合計 － 326

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△379 344

法人税、住民税及び事業税 15 74

法人税等調整額 － 44

法人税等合計 15 118

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△394 226

四半期純利益又は四半期純損失（△） △394 226
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△394 226

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △172 △40

持分法適用会社に対する持分相当額 3 47

その他の包括利益合計 △168 7

四半期包括利益 △563 233

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △563 233

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△379 344

減価償却費 87 81

貸倒引当金の増減額（△は減少） △10 2

退職給付引当金の増減額（△は減少） 23 △13

受取利息及び受取配当金 △24 △32

支払利息 45 40

持分法による投資損益（△は益） △3 △11

減損損失 － 230

固定資産売却損益（△は益） － △934

売上債権の増減額（△は増加） 1,429 851

たな卸資産の増減額（△は増加） △313 △33

仕入債務の増減額（△は減少） △403 △130

その他の資産・負債の増減額 △88 217

その他 0 △2

小計 364 609

利息及び配当金の受取額 24 42

利息の支払額 △44 △40

法人税等の支払額 △29 △18

法人税等の還付額 5 3

営業活動によるキャッシュ・フロー 320 596

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 － △44

定期預金の払戻による収入 － 20

有価証券の純増減額（△は増加） － △500

有形及び無形固定資産の売却による収入 － 1,273

有形及び無形固定資産の取得による支出 △46 △72

投資有価証券の取得による支出 △300 △404

その他 △32 7

投資活動によるキャッシュ・フロー △378 279

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △151 －

長期借入れによる収入 400 100

長期借入金の返済による支出 △411 △110

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △25 △25

その他 △3 △16

財務活動によるキャッシュ・フロー △192 △51

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △250 824

現金及び現金同等物の期首残高 3,042 2,811

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,791 3,636
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※１ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形満期日をもって決済処理しておりま

す。

なお、前連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の連結会計年度末日満期手形が連結会計

年度末残高から除かれております。

　
前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成25年９月30日)

受取手形及び売掛金 297百万円 ―

支払手形 128百万円 ―
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(四半期連結損益計算書関係)

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

減価償却費 6百万円 5百万円

退職給付費用 53百万円 49百万円

従業員給料手当 437百万円 416百万円

発送費 119百万円 120百万円

　

※２　事業構造改善費用

当第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日）

事業構造改善費用は、業績改善のための組織横断的なプロジェクトの結果、素形材加工事業における

低採算品からの撤退等に伴う損失307百万円及び機器装置事業における海外生産移管が完了したことに

伴う損失19百万円であります。

その主な要因は、固定資産の減損損失230百万円及びたな卸資産廃棄損96百万円であります。

（減損損失）　

　当社は以下の資産グループについて減損損失を計上しました。

用途 種類 場所 金額

工場
建物及び構築物、機械装置

及び運搬具、その他
福岡県古賀市 230百万円

（経緯）

素形材加工事業が保有する固定資産について、想定した利益水準の未達等に伴い、将来の投資回収の

可能性を検討した結果、当該減損損失(230百万円)を「事業構造改善費用」に含めて表示しておりま

す。

その内訳は、建物及び構築物90百万円、機械装置及び運搬具136百万円、その他3百万円であります。

（グルーピングの方法）

事業用資産は管理会計上の区分毎に、賃貸資産及び遊休資産は１物件毎に区分しております。

（回収可能価額の算定方法等）

正味売却価額により測定しており、不動産鑑定評価額を基準として算定しております。

　

　３ 　売上高の季節的変動

　前第２四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日）及び当第２四半期

　　　連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日）

　　　　当社グループでは、事業の性質上、第３・第４四半期連結会計期間の売上高及び営業費用が他

　　　の四半期連結会計期間と比較して多くなる傾向にあります。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　　 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

現金及び預金 2,811百万円 3,640百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △20百万円 △4百万円

現金及び現金同等物 2,791百万円 3,636百万円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日)

　

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月27日
定時株主総会

普通株式 25 3.00 平成24年３月31日 平成24年６月28日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

　

当第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

　

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月26日
定時株主総会

普通株式 25 3.00 平成25年３月31日 平成25年６月27日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント

合計

機器装置事業 素形材加工事業
サービスエンジニア

リング事業

売上高 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 2,717 746 887 4,351

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

5 5 33 44

計 2,723 751 920 4,395

セグメント利益又は損失
（△）

△175 △176 7 △344

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 △344

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △344

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント

合計

機器装置事業 素形材加工事業
サービスエンジニア

リング事業

売上高 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 2,663 1,009 998 4,671

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

5 5 31 42

計 2,668 1,015 1,029 4,713

セグメント利益又は損失
（△）

△177 △109 17 △269

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 △269

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △269

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　「素形材加工事業」セグメントにおいて、減損損失を計上しております。なお、当該減損損失の

　　　計上額は、当第２四半期累計期間においては230百万円であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

１株当たり四半期純利益又は四半期純損失(△) △46.77円 26.83円

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益又は四半期純損失(△)(百万円) △394 226

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失(△)(百
万円)

△394 226

普通株式の期中平均株式数(千株) 8,440 8,432

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載をしておりません。

　

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

　

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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有限責任監査法人　トーマツ

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士   久   留   和   夫   印

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士   松   嶋   　敦       印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成25年11月8日

昭和鉄工株式会社

取締役会  御中

　

　

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている昭
和鉄工株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間
(平成25年７月１日から平成25年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25
年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、
四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ
た。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、昭和鉄工株式会社及び連結子会社の平成25
年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ
シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ
た。

　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以  上
 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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